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空畢はイエス
随伴艦はノー
小樽市長の「二重決定」

に希望が見える

(98年8月ヨコスカ。＇序真：今井明）

「地域の人々に我々の姿を目に見える形 9月29日、山田勝麿小樽市長は、キティ

で示すことは、前進配備任務の重要な一部 ホークを受け入れると表明した。

である。人々が我々の能力について学び、理 97年9月のインディペンデンス以来二度

解するのはきわめて重要なことだ」（空母キ 目の空母人港である。9月8日の正式発表以

ティホークのスポークスマン。10月1日「星

条旗新聞」）。

9月26日の横須賀出港後の、空母キティ

ホークの行動は、この「重要な任務」を帯び

たものだ。相模湾と沖縄沖での海上自衛隊

との年次共同演習。そして米艦合同演習

「フォールイーグル」への参加。この二つの

二国間演習の結び目として計画されたの

が、10月13日から16日の小樽入港だった。

「乗組員の休養と物資の補給・維持」を目

的とする民間港入港、それは、「新ガイドラ

イン」と「周辺事態法」によって公然化され

た、軍事行動への「地方自治体と民間の協

カ」そのものの姿である。

小樽市長の「二重決定」

編集発行●脱軍備ネットワーク・キャッチピース

来、インディの人港を「前例としない」とし

た前市長の公約、市民の不安の声、そして

「安保条約・地位協定」のはざまで、市長の姿

勢は揺れていた。

9月22日に開かれた市議会の「米空母キ

ティホーク入港に関する特別委員会」でも、

市長は安保条約と地位協定を理由に「一概

に拒否するものではない」としつつ、「仮に

（貨物船の日程が）キティーホークと重なる

場合は、商船を優先させ、米側に接岸できる

バースがないと回答する」と表明した。事

実、キティーホークが接岸する予定の勝納

埠頭には、貨物船「エイシャンフェニック

ス」の接岸が予定されていた。
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市議会には、インディの時を大幅に上回

る反対の請願22件、陳情l件が提出されてい

た(9月21日現在）。

市長は判断の基準として 1)核兵器搭載

の有無 2)港湾荷役への影響 3)出入港

と接岸時の安全性を上げた。

1)については、米総領事館から「水上艦

や艦載機には核を搭載しないのが一般的な

方針。特定の艦船の核の有無は議論しない。

日本人の核兵器に対する特別な感情は理解

している」、外務省からは「米国から事前協

議の申し入れがない以上、核の持ち込みに

対して疑いを抱いてはいない」と、いずれも

判で押した回答を得たことから解消された

と判断。 3)については、海上保安庁が「問題

なし」と回答した。残る 2)については、当の

貨物船の入港が「船主（トーメン）の都合か

ら」18日以降に延期された（日本政府による

「調整」が働いたことは容易に想像される）

ことで、全ての問題がクリアになった。これ

が受け入れ決定の理由である。

ここまでなら、失望しか残されなかった

かもしれない。だが、これは市長の「二重決

定」の一つでしかなかった。市長は、9月28日

に急逮要請された随伴艦ビンセンスの人港

について、「接岸スペースがない」ことを理

由に寄港を拒否した。「断固拒否する」と。

素睛らしいことが起こった。市長が港湾

管理者としての権限をバックに米軍艦の入

港を拒否したのである。同時に市長は、米軍

が希望した一般公開についても、インディ

の時の交通渋滞などの混乱を理由に、「自

粛」を申し入れた。

あらためて「港湾管理権」

これまで、米軍艦の民間港入港の最大の

争点は、「核兵器搭載問題」だった。核兵器の

有無を議論しない米軍と、「事前協議がな

い」ことを理由にする政府の説明。これに正

面からノーと言った「神戸方式」。だが、それ

は米国の政策変更によって足場を失う「弱

さ」を抱えてる。

今回はどうだろうか。たとえ米軍が「この

艦にも核兵器は積んでいない」と非核証明

を出したとしても関係ない。「入る場所がな

いからだめ」なのである。たしかに、じやあ、

バースに余裕があればいいのか、という問

題は残る。それでも港湾管理者の市長が、権

限を行使して「だめだ」と言った、その事の

重大さに実は一番頭を抱えているのは、米

軍と日本政府かもしれない。「ボール」が自

治体の側に握られたのだから。

98年7月、強襲揚陸艦ベローウッドが、横

浜でコンテナ埠頭への接岸を拒否されたこ

とがあった。その後、港湾関係の担当者に聞

いたのだが、横浜市には「提供施設以外には

軍艦は入れない」という不文律がある、とい

う話だった。現に横浜港には提供施設とし

てノースドック（瑞穂埠頭）がある。それだ

けでも迷惑なのに、民間埠頭にもなんてと

んでもないというわけだ。だから米軍から

入港の打診があった時、市の幹部が考えた

→22ページへ
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し
米軍が
噌事想定した

大医療演習
MEDEX2000 

沢田政司
相模補給廠監視団

（補給廠に展開した野戦病院・‘序真：監視団）全急

最初に気づいたのは6月末だったろうか。

補給廠裏手の東門（閉鎖中）の右手一帯で整

地作業が行われていた。作業を行っている

のは日本人従業員ではなく米兵だ。三年前

まで、この時期によく実施されていた陸軍

予備役や州兵の重機操作訓練か、と勝手に

思いこんでしまった。

7月20日過ぎ、相模原市の渉外課で写真を

見せたら、ちょっと貸して欲しいという。向

こうからそう言って来ることは珍しいこ

と。どうしてかと思っていたら、直後に在日

米陸軍「Torti」のホームページに相模補給廠

で野外医療（衛生）演習が実施される旨が

載っていることがわかった。7月20日、在日

米陸軍の渉外広報室長がわざわざ市役所を

訪ね、市長に訓練の実施を伝え、理解を求め

たことが判明。これで「写真」の謎が解けた

ー整地は演習への下準備、「Torii」によれば、

これも派習の第一段階に位置づけられるも

のだったのだ。7月28日、在日米陸軍から正

式に相模原市と報道機関にMEDEX

(Medica1Exisiz.e)2000の実施を伝えてきた。

米軍の言うところによれば、それはベトナ

ム戦争以来の大規模な訓練とのこと。翌日

の新聞各紙もこの件を大々的に報じ、以降8

月末まで、かなり紙面を割いた報道が続い

た。

ベトナム戦争時、補給廠は修理前後の戦

闘車両や軍事物資が所狭しと並ぶ補給兵姑

基地だった。だから、ベトナム戦争以来の...

訓練が一体、何を指しているのかは今もわ

からない。しかし、ベトナム戦争以来の出来

事もあった。そう、相模補給廠の動きをめ

ぐってデモや集会が一ヶ月に数回も行われ

たことなど、この二0数年の間にはなかっ

たことだ。

相模補給廠の“三つの顔”

相模補給廠ってどんな基地かと聞かれ

て、僕が決まって言うのが“三つの顔”だ。二

十何年やっていても、専門的な説明は苦手

で自信がないが、“三つの顔”は自信作！ ？。

その一。戦時備裕の顔。1945年に米陸軍が
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主となって以来、相模補給廠は三つの戦争

に深く関わった。朝鮮戦争、ベトナム戦争、

湾岸戦争で補給兵姑、後方支援の役割を果

たした。ベトナム戦争の末期の1972年には、

ここで修理・再生された戦闘車両がベトナ

ムに向け大鼠に運び出された。相模原の名

を全国に知らしめた「戦車闘争」はその最中

の闘いだった。戦車の修理ラインは閉鎖さ

れたが、その後も軍事物資・資材を保管・備

蓄する機能は変わらなかった。湾岸戦争で

は、海軍の艦隊病院セット(500床）などを送

り出した。この時期から、医療関係の物資・

器材の搬入・備蓄の比重が高くなり、今回の

MEDEX演習で使用されたシェルター、

コンテナが最初に運び込まれたのは1993年

のことだった。

その二。入れ物づくりの顔。相模補給廠に

は口径20ミリ以下の銃火器、野戦テント、戦

争非常食、全長200キロメートルのパイプラ

インセットが2セット分と、他にも戦場で必

要な多くの物資、資材が保管・備蓄されてい

る。老朽化した倉庫や工場では、これらの物

資の保管に不具合だ。当然、新しい入れ物が

欲しくなる。1980年代後半から、入れ物づく

りの工事、作業が途切れることなく続いて

いる。その全てが悪名高い「思いやり予算」

によっている。この20余年で200値円近く

のお金がつぎ込まれているのだ。

その三。「廃棄物はお任せ」の顔。今年の

春、相模補給廠はもう一つの事件で世間を

賑わせた。この基地から搬出されたPCB

廃棄物がカナダと米国で受け取り、陸揚げ

を拒否され、国際問題にまでなった事件だ

（本誌既報）。再び日本に戻され、横浜ノース

ドックで一時保管の後、中部太平洋の米国

領地ウェーク島に送られるという顛末と

なったが、まだ400トンを越えるPCB廃棄

物が米軍基地に残っている。国内法上は、そ

の移動も禁止されている困りもの。相模補

給廠都は、こうした困りものをとりあえず

引き受け、保管する役割を持つ基地でもあ

るのだ。他にアスベスト、カドミウム、水銀

等の危険廃棄物が北は三沢基地、南は沖縄

の基地群からも運び込まれている。その他、

不要となった軍用品、戦閾機やヘリコプ

ターから冷蔵庫などに至るまでのスクラッ

プを引き取り、払い下げるのも補給廠の仕

事なのだ（より正しくはここに事務所を置

く「国防再利用売却相模事務所」の仕事）。

四つ目の顔一訓練基地化はゴメン！

相模補給廠で最初に野戦テント群を見た

のは1992年。以降97年まで、毎年5月から7

月にかけて、決まって野戦テントが出現し

た。米軍予備役の重機操作訓練のためとか、

ガールスカウトの大会のためとかで決して

大がかりなものでなかった。しかし、私達は

そのたびに訓練基地化の布石だと言ってき

た。たとえ小さくても、この基地が使い勝手

よく、訓練もできるという既成事実が重な

れば、それは基地返還の大きなハードルに

なるからだ。外の部隊がやってきての訓練

は97年でいったん終わるが、今度は補給廠

の主、第35補給管理大隊の地雷敷設訓練が

99年2月に行われた。その他にも、同部隊の

「通常訓練」が時折、実施されている（在日部

陸軍機関紙「Torii」などによる）。

しかし、今回実施された「MEDEX20 

00」はその延長線上のものではない。ただ

使い勝手がいいから訓練を、という趣旨の

ものではない。在日米陸軍のプレス発表は

こう言う。

「この演習は相模総合補給廠にて504個

ベッドを含む野外病院の手順から、装備、医

療準備、運搬、後送や運用などを試験しま
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す。この浪習は、太平洋地域の有事や災害、

人道的な救援を援助する野外病院の訓練と

評価を支援するものであります。演習期間

中は米国、韓国、日本の米陸空海軍の現役、

予備役、約350名がこの統合演習に参加しま

す」。

1998年6月に開設された灰療倉庫（二棟）

とその周辺に保管していた、野外病院四

セット（約2000ベッド）のうちーセットを実

際に展開、運用するという訓練（演習）だ。今

回の浪習では一セットのみの展開だった

が、すでに四セットの展開した際のレイア

ウト（配置）もできあがっている。有事一米

軍に多数の負傷者が出れば、ここに最大

2000人の収容する病院をつくる、そのため

の訓練なのだ。戦場と直結する野戦病院を

つくるなどまっぴらゴメンである。もう一

つ、誤解を恐れずに言えば、今時こんなに多

数の負傷者を出す戦争など米軍ができるわ

けがない。時代錯誤ではないかと思うのだ

が、これは平和ポケした見方なのだろうか。

軍隊の大義名分、基地の有用性を説くため

のデモンストレーションという見方も捨て

きれない。どっちにしても、余計な訓練とい

うほかない。基地の返還を求める市民の立

場からすれば、四つ目の顔は迷惑千万なの

である ◆◆ 

●付記：もっと詳しく知りたい方は一

報を。ニュース（月刊）をお送りしま

す。相模原市富土見4-5-24TEL/ 

FAX. 042-756-9460 

●別掲（私達も加わる「基地撤去をめざす県央共闘」の在日米陸軍 申し入れ）
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2000年8月25日
在日米陸軍司令官アランD．ジョンソン少将殿

メデックス2000（統合実地演習）の中止を求める申し入れ

神奈川平和運動センター代表林貞三

原子力空母の母港化に反対し基地のない神奈川をめ

ざす県央共闘会議議長鈴木保

甜息評・
§
9
§

い森．

貴職の通知、発表によれば、 8月27 Hから

標記演習が実施されるとのことですが、ここ

に演習の中止を強くも求めるものです。貴職

は「この演習は、太平洋地域の有事や災害、人

道的救援を援助する野外病院の訓練と評価を

支援するものであります」(7月28日付プレ

ス発表）としていますが、 504床もの野外病

院が必要とされる有事とは一体、いかなる事

態なのでしょうか。米国政府は事あるごとに

「朝鮮半島の危機」を強調し、貴職を含む在日

米軍の戦力の維持と基地強化を図ってきまし

たが、いまや状況は一変したと言うべきで

しょう。

去る 6月には南北首脳会談が実現し、朝鮮

半島の自主的平和統一に向け大きな一歩が踏

み出されました。平和へと向かう、この大きな

流れはもう変わることはないでしょう。私達

は、平和は軍事力の威嚇によってではなく、対

話によって実現されるべきと確信していま

す。朝鮮半島の自主的平和統一への一歩は、私

達を大いに勇気づけるものでした。また、この

機に貴職を含む在日米軍も縮小、撤退へと大

きく踏み出すべきと考えます。しかるに、貴職

はこうした平和へと向かう好機に、それと逆

行する演習を今、強行しようとしています。

ベトナム戦争末期の19 7 2年、相模総合

補給廠では大量の戦車、装甲車が修理再生さ

れ、ベトナムの民衆を威嚇、殺戯するため、再：

び戦地に運び出されて行きました。この忌ま：

わしい経験を、私達は忘れることはできませ•． 
ん。再び、この基地が戦場と結びつくような事・． 
態を決して、認めることはできないのです。貴・． 
職は「災害、人道的救援」も名目の一つにして・

■ 
いますが、それは本来、貴職ら軍隊によってで・

はなく、民間の専門の機関によって行われる・
． 

べきものでしょう。 • • 
もう一つ貴職に言っておきたいことがぁ：

ります。すでに相模原市長らからも強く主張：

されていますが、今回の演習は相模原市民が：

長年、求めてきた基地返還の促進に逆行する：

ものです。しかも演習は、特に返還を強く求め：

ている区域で実施されようとしています。ま：

た、周辺住民に騒音や土ぼこりの被害をもた・． 
らします。貴職は、演習の強行が相模原市及び・

・6 0万市民に、何重もの苦痛を与えることを・． 
知るべきであります。貴職らは常々、「良き隣・． 
人」でありたいと言いますが、例えば厚木基地・

で毎年繰り返されるエアーショー・曲技飛行：

や、日頃の離発着訓練が周辺10 0万の住民：

に多大な苦痛を与えていることを理解されて：

いるのでしょうか。本当に「良き隣人」であり：

たいと息われるなら、基地の周辺に住む人々：

が苦しむようなことはやめるべきです。 ： 

残すところ、後2日ですが、今からでも遅＜ ： 

ありません。すでに展開している器材、装備を•
● 

撤収し、今すぐ統合実地訓練を中止してくだ：

さい。 ● ． 
以上、申し入れます。 ◆◆ ・

• ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

米軍機の超低空飛行の

実態がわかった！

6月13日～14日にかけて米海兵隊機と思

われる低空飛行があり、爆弾が投下された

ような物凄い音が熊本県下各地で、尾翼が

二つの戦闘機が住民によって目撃されてい

た。

米軍機の目撃情報は、菊池市・大津町・多

良木町、大分県湯布院町、福岡県の英彦山中

から寄せられており、新聞社や自衛隊にも

問い合わせが相次いだ。市民やマスコミか

らの問う合わせに対し自衛隊は、『飛行は自

衛隊機ではない』と答えている。

くまもと市民センターでは、米軍機の低

空飛行の追跡をおこなっているリムピース

の田村順玄さん（岩国市議）に調査を依頼し

た。

この度この結果がまとめられ、発表され

る。この調査結果によると六月一三日には

F18ホーネットが四機、二機、二機のコ回

岩国基地を飛び立ち、イエロールートを飛

んでいる。

六月一四日には同じく F18が二機で一

回飛んでいる。この調査結果と目撃情報を

合わせて、マスコミ発表や熊本県庁への申

し入れをしたい。

すでに当日の目撃情報を直接受けたマス

コミ関係者へも協力を依頼しており、より

精度高い調査結果を出したいと思う。

なお、熊本県には外務省や米大使館に直

接この低空飛行の実態を照会するよう強く

働きしけたい。

くくまもと市民センター・神田公司＞

6
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軍隊に生命は訥えない
防災に名霰僅りだ治安濱謳

ピッグレスキュー2000を
檎証する
山本英夫（「派兵チェック」編集委員会）

「三国人発言」の陰で

去る4月9日、陸上自衛隊練馬駐屯地で

創隊記念式典に出席した石原都知事は、以

下のように発言した。

「9月3日に、陸海空の三軍を使っての、

この東京を防衛する、災害を防止する、災害

を救援する、大演習をやっていただきます。

今日の東京を見ますと、不法入国をした多

くの三国人、外国人が非常に凶悪な犯罪を

ですね、くり返している。（中略）大きな災害

が起きたときには、大きな騒擾事件すらで

すね、想定される。そういう現状にありま

す。こういうことに対処するためには、我々

の警察力をもっても限りがある。（中略）や

はり治安の維持も、ひとつ皆さんの大きな

目標として遂行していただきたい…」。

こうした石原発言は、ナショナリスト石

原の本質を吐蕗したものであり、失言の類

ではない。石原は、自衛隊員を鼓舞し、一般

都民•国民の前に自衛隊を公然と登場させ、

日陰者扱いされてきた自衛隊を「陸海空三

軍」として認知させ、改憲（彼は「憲法破棄」

論者だ）を促す世論を作り出したいのだろ

う。

だが今回の演習は、たんに東京都が実施

した演習ではない。森首相以下国の関係機

関を挙げての演習だった。国には国の、自衛

隊には自衛隊の意図があったことは、間違

いない。

演習までの経過

この演習は、昨年9月24日の石原知事

の記者会見で発表されたものだ。同日付け

都総務局災害対策部の文書には、こうある。

「都民の生命と財産や、東京の都市機能を

守るため、都は大地震に対して様々な備え

をしている。（中略）東京区部直下での大規

模地震に備えるため、かねてより政府に要

望していた防災訓練について、整った協議

内容は次のとおり。

〇東京区部直下での大規模地震による広

域的な被害の発生を想定し、新たに陸・

海・空の統合運用を含めた自衛隊の参加

による東京都の防災訓練を行う。

〇実施予定日は、平成 12年9月3日

（日）。当日は内閣総理大臣にも出席して

いただ＜予定。（以下略）」

駒沢公園に降り立つ自衛隊ヘリ
（写真：山本英夫）

このように石原は、昨年4月に知事に就

任した直後に小渕首相にこの話を持ちか

け、了解をとりつけ、事務折衝を行ってきた

ようだ。

そして石原は、昨年 11月12日に都の

参与（顧問）に元陸上自衛隊北方総監志方俊

之を委嘱した。志方は、北方総監だった91 

年8月に北海道大演習場で大規模な緊急医

療支援訓練「ビッグレスキュー 91」を企

画・実施したが、都市部での防災訓練を実施

した経験はない。

委嘱式の会場で志方は、「災害対策は決断

カ、チームワーク、指揮統制の言つが重要

だ。（中略）自衛隊と都とは直接つながりは

なく間があるが、その間を縮められたらと

思う。都には防災の設備があり、人員もしつ

かりしており、自衛隊には訓練で培ったノ

ウハウがある。これらを実際の場で有効に

機能できるような訓練をしてみたい」と

語ったようだ。（「朝雲」 99年11月18日

号）

こうして大規模な自衛隊中心の演習が知

事の「鶴の一声」で決まってしまったのだ。

都心を席巻する
1 0会場での演習
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都は4月21日になって、東京都総合防

災訓練「ビッグレスキュー東京20 0 0~  

首都を救え」を発表した。以下概要を列記し

よう。

【訓練想定】

東京都区部直下で大規模地震（マグニ

チュード7.2、震度6)が発生し、東京都区部

を中心に広域的な被害が発生しているとの

想定にもとづく。

【訓陳の内容】

l都災害対策本部における訓練（略）

II各会場(10カ所）における訓練

①テーマ別訓練

◎初動対応訓練（救出・救護・応急医療・

消火・道路障害物除去等）ー銀座・白髭

西・葛西会場

◎生活支援・体験訓練（給水・給食・入浴

等）一木場公園・舎人公園・駒沢公園・都

庁・立川会場）

◎活動拠点設営訓練（応援部隊の設営

訓練）一篠崎（江戸川河川敷）会場

②合同訓練（中央会場として、ライフライ

ン機関、ボランティア団体等の全参加機

関の訓練を集約）一晴海（埠頭）会場

※筆者注：このうち一般道路を使用す

るのは、銀座（中央通り等）、白髭西（墨

田川沿いの再開発地域）、葛西（放射 1

6号の東葛西4・9丁目の区間）であ

り、他は都立公園等。

【馴陳の特徴】

①救出・救護・応急医療等の初動対応にお

ける警察消防、海上保安庁等と陸海空3

自衛隊との効果的な連携を訓練の主眼と

しつつ、ライフライン復旧訓練、生活支援
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訓練等を実施する。

②区部の市街地を中心に多数の訓練会場

を設け、より実践的でかつ都民が安心感

を抱くことができる訓練を目指す。

③実施に際しては、できる限り地元自治

体及び地域の自主防災組織等との連携・

協力を図る。

【訓練参加機関】

警視庁、東京消防庁、海上保安庁、自衛隊、

東京都灰師会、日本赤十字社東京都支部な

どの医療機関、東京電カ・東京ガス •~TT

等のライフライン機関、ボランティア団体

等およそ10 0機関。

【国の支援体制】

①総理が緊急災害対策本部長として訓練

に参加する。

②内閣安全保障・危機管理室を中心に、警

察庁、消防庁、海上保安庁に加え、陸海空

の統合運用の自衛隊を含めた総合的な広

域支援訓練を実施する。（以下略）

6月30日、都の庁議で実施概要が配布

され、 8月24日頃、実施細目が明らかに

なった。

私たちの反対運動

私たち、都内で反戦・反基地運動に取り組

んできた諸団体・個人が呼びかけ人となっ

て、 2月頃からとり組みを準備しだした。そ

こへ前述した石原発言があり、私たちは反

防災訓練の闘いをより積極的に取り組む

ことになった。外国人の差別・人権問題に取

り組んできた人々も私たちとの協力を進め

てくれた。

こうした中で、 7月8日に「やめて！東京

都による『防災』に名を借りた9・3自衛隊

演習」実行委員会を約 10 0人の参加を得

て結成した。ここから大衆的な闘いを準備

しつつ、都に対する申し入れ・質問状による

やりとり、労組に対する協力要請（全水道・

東水労、東京都交通労組、都庁職員労組）、 8

月288の記者会見（朝日・東京・内外タイ

ムスの各紙に掲載）、 9月1日の「防災浪習

を問う映画と講演のタベ」（「隠された爪痕」

と内海愛子さんの講演一約10 0人）、 9月

2日の都庁新宿デモ、同日夜の全国交流会

（呉・大阪・名古屋•浜松・神奈川等含めて 3

0数人）、 9月3日本番での銀座デモ（約2

5 0人）と連続闘争を酷暑の中でやり抜い

た。特に三宅島・雄山の噴火によって、島民

に生活、生命の危機が切迫し、全員避難が村

から要請されている最中にあっても、石原

都政はこの演習を強行した。

私たちは現実に起こっている災害への対

策を軽視し、見かけ倒しの演習にうつつを

抜かす石原都政を弾劾したが、このことが

街頭で私たちへの共感を呼んだようだ。

今回の闘いの特徴は、各地でとり組みが

事前、当日を含めて多く闊われたことだろ

う。練馬、立川、中野、白髭西・荒川、駒沢、羽

田空港、木場でのとり組みだ。

また私たち（やめて！実行委員会）は抗議

行動のみならず各地で監視行動を組織し、

演習総体の分析を試みもした。監視行動は

事前の準備が不十分だったにもかかわら

ず、ジャーナリスト有志の協力も得て9月

2 9日に検証集会を開催することができた

（約60人が参加）。

防災・軍事演習を問い直す

私たちはこの浪習を「『防災』に名を借り

た軍事演習」だと批判してきた。ここで若干

検証しておきたい。

その前提として私が指摘しておきたいこ

とは、防災演習か軍事演習かという二項対
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立の検証では、ほとんど意味がないという

ことだ。何故ならば、防災演習から軍事演習

にスライドさせることは易しいのである。

さらに東京都地域防災計画によれば、すで

に都と関係諸機関、生協、米穀協会、トラッ

ク協会等は契約を結んでおり、「戦争協力」

体制の基礎はできあがっている。

私たちが検証する視点は、①この訓練は

彼らが力説するように実践的な防災訓練

だったのか？ （現実的で有効なのか？）、②

軍事演習だとしてみれば、如何なる意味合

いが隠されているのか、③今後の周辺事態

や有事体制を整備するに当たって、何が課

題になるのかを検証する絶好の機会になっ

たのではないか。

①装甲車が銀座を走ったから実践的なの

か？ ヘリコプターが何10機と編隊飛行

したのも自衛隊を誇示する宣伝（デモ）飛行

以外ではありえない。応急医療であれ、レス

キューであれ、自衛隊は消防隊の敵ではな

かった。熟練度が全く違うのだ。そもそも会

場となった 10カ所は、すべて交通の便が

よく（首都高等の幹線道路の近く）、集結し

やすい場所だったが、大震災で高速道路等

は破綻しないのか。想定と現実の矛盾が至

るところにあった。

②都心部を陸海空の自衛隊が71 0 0人

も参加し、車で、地下鉄（都営 12号線）で、

飛行機、ヘリで縦横に展開し、都心部を席巻

した訓練だった。これまで自衛隊の演習は、

基地・演習場の中等（演習空域・海域）に限ら

れた場所でしかやれなかったが、都区部を

駆けめぐり機動演習を行ったのだ。

これを「都市制圧訓練」と言うのは、やや

オーバー過ぎるにしても、都区部を部隊行

動し（特に公園ではない、一般道・地域を

使った銀座・葛西・白髭西での訓練は彼らに

大きな教訓を残したに違いない）、集結訓練

を行い、防衛庁の中央指揮所からの指揮・命

令の下で、かつ各地を通信訓練で結びなが

らの作戦は、「都市制圧訓練」への大きなス

テップになったのではなかろうか。

③については、 2点を指摘したい。この訓

練は都区内を縦横に展開したが、そこを使

うためには、現行法上、様々な制限がある。

道路占用許可、河川占用許可、都立・区宣公

園条例の使用許可、港湾法・港湾設備条例の

許叫航空法の許可等。

これら一連の許可を取るのにどれだけの

手続きと手間がかかり、また許可されない

場合があるのかを具体的に検証することが

できただろう（白髭西で予定されていたパ

ラシュート降下訓練は中止になったが、こ

れは運輸省が不許可にしたからだ）。

現行法で大地震等の災害対策を担当する

役所は国土庁だが、今回は影がうすかった。

内閣の危機管理・安全保障室、防災会議が担

当し、防衛庁の中央指揮所がとりしきる

かっこうとなったが、これは20 0 1年1

月から施行される中央省庁改革体制（内閣

官房・内閣府の直下に中央防災会議が組織

され、国土庁は解散）の先取りであり、今回

の体験は様々な業務遂行（危機管理）上の諸

問題を点検する絶好の機会になったはず

だ。

私がこの訓練を総括するならば、自衛隊

頼みでは、私たちの安全は全く保障されま

いということだ。装甲車や化学防護車で保

護されるのは、私たちではあるまい。大げさ

な装備に賑されてはならない。上意ド達の

権威主義がはびこる中には、私たちの生活

は維持されない。民衆自身の手による共感・

信頼・創意が育まれてゆかなければならな

い。民衆にとっての自衛隊活用論は、根本か

ら間違っているのだ。 ●● 
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沖縄かし沖縄がかわれば、アジア・太平洋がかわる

普天間基地を名護市辺野古沿岸域へ移設す

るために国、県知事、名護市長が参加して開か

れた代替施設協議会が8月25日午前に東京

の首相官邸で発足し、具体的に普天間基地の

県内移設のステップが開始されたことは前回

報告した。

日本政府が4年前のSACO合滋実現に向

けて歩みだした直後の9月1日、米国から重

要なニュースが伝わった。 19 9 5年の沖縄

少女暴行事件以来、ペリー国防長官の右腕と

して国防総省で沖縄問題を担当し普天間基地

の全面返還を含むSACO合意をまとめ上

げ、今年4月に国防次官補を退任したカート・

キャンベル氏が、沖縄からの大幅な米軍部隊

の撤退と日本での米軍演習の在り方を見直す

べきだと提案する論文を発表した。県外移設

は非現実的としてSACO合意のとおり県内

移設を推進する日本政府と稲嶺沖縄県政と対

立するもので、これまで国防総省でSACO

合意の実施を取り組んできたカート・キャン

ベル氏自身の主張とも 18 0度違う内容の論

文であるが、極めて説得力のあるものになっ

ている。

カート・キャンベル前国防総省次官補は今

年4月に国防総省を退任した。現在は米シン

クタンク、戦略国際問題研究所上級副所長に

就任し、同研究所が発行する季刊誌ワシント

ン・クォータリーの9月1日号に発表した。同

研究所のホームページによると、戦略国際問

題研究所(CSIS)は、米連邦議会への影響

カの大きいことを強調しており、民主党、共和

党の連邦議会上下両院議員が顧問や参与とし

て関わり、 15 0人もの速邦議会関係者が何

伊波洋一
「沖縄から」 「沖縄ボイス」編集委員
沖縄県議会議員・元沖縄中部地区労事務局長

げ901-2203
旦沖縄県宜野湾市野嵩2-l-8-101伊波
、i汀ー叩鱈

濯L＆孤（］98-892-7734

らかの関わりがあるとしている。公表されて

いる約 14 0名のスタッフには、キッシン

ジャーなど有力者に混じって、国防総省から

も数名の軍関係者が派遣され研究に従事して

いる。キャンベル論文は、 SACO合意後4年

も経つのに県内移設を実現できない沖縄の現

実と電撃的な南北首脳会談による統一合謡の

発表という朝鮮半島での緊張緩和による安全

保障情勢の劇的な変化に対応するものであ

る。沖縄を巡る情勢の変化は、 SACO合意の

米側当事者であったキャンベル前国防総省次

官補が同論文を書かざるを得ない必然性があ

ることを、日本の平和運動や沖縄の平和運動

に関わる局たちも強く受け止めなければなら

ない。

キャンベル論文

キャンベル論文は日米の安全保障同盟の重

要性を指摘しつつも、沖縄へのー局集中は、今

後のH米の安全保障関係に危険信号が点滅さ
せる原因になっていると指摘している。キャ

ンベル前国防次官補は、現在進行中の沖縄本

島中北部地域へのさらなる米軍基地集中であ

るSACO合意の米国の当事者であるが、南

北朝鮮の劇的な首脳会談及び統一合意による

朝鮮半島情勢の緊張緩和とSACO合意後4

年も経つにも関わらず、ますます県内移設反

対の声が高まっていく沖縄県内の状況を踏ま

えた上で、沖縄から基地や兵力を削減しよう

と18 0度転換したする提案である。この

キャンベル提案が、今後の米軍戦略に与える

影響は極めて大きいと言わなければならな
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し）。

9月19日に韓国で記者会見したコーエン

米国防長官も「今後数年間、状況を判断し続け

る」として将来の海兵隊撤退の可能性などに

含みを持たせた、と報じられている。

キャんベル論文を要約すると、「今後も引き

続き米軍の駐留を維持するため現在の訓練の

在り方を改める。アジアにおける米軍展開は、

余りにも小さな篭に多くの卵を詰めすぎてい

る。北東アジアに偏っている米軍耽留体制か

ら、東南アジアやオーストラリアを含めたア

ジア全体への多様な配備や訓練体制を求めて

いく戦略に厘点を移すべきだ。多様な配備と

は、シンガポールでの新基地の完成、フィリピ

ンやタイでの新たな訓練の追及、オーストラ

リアヘの陸ヒ配備を含む同盟強化などであ

る。これらは、朝鮮半島情勢の変化だけでな

く、日本における幾つかの駐留地域、とりわ

け、明らかに過大な負担を背負わされている

沖縄において、起りつつある住民感情に対処

するためである。米軍の運用戦略は、大規模駐

留方式から小規模な長期駐留へ改訂されなけ

ればならない。結局、米軍の力と意思を計るに

は、陸軍兵士や海軍兵士、海兵隊員の合計数で

はなく、実際の軍事能力に注目しなければな

らない」とした上で、「日本での米軍駐留と米

軍訓練に対する不安の高まりは、この先は危

険だと知らせる“炭鉱のカナリアの嗚き声”と

見なさなければならない。米軍駐留の一面は、

錯綜する日本政治システムの中で、とりわけ、

沖縄において、県内に限らず深刻な対立と

なってきている。」と指摘している。

すなわち、キャンベル論文は、沖縄に米軍基

地が集中している現状に危機感を持ち、沖縄

での基地押し付けに反対する県民の声の大き

さに米軍駐留の維持への危険信号を感じてい

るのだ。そして、日米の安全保障同盟を維持し

ていくためにも大胆に兵力を削減すべきだと

提言しているのだ。

海兵隊訓練のグアム移転

米悔兵隊のジェームズ・ジョーンズ総司令

官は、 8月末にグアムを訪問し、同島にあるア

ンダーセン空軍基地の重要性を強調し、グア

ムでの海兵隊訓練の実施を明らかにした。

報道されたジョーンズ発言は次の通り。「私

はグアムでの海兵隊の訓練をもっと行なうべ

きと考えている。海兵隊の長距離遠征にも模

擬的に活用できる。グアムは戦略的ロケー

ションにある。非常に素晴しい訓練施設であ

り、われわれにとって特別な場所である。（ア

ンダーセン空軍基地は）われわれの移動性や

戦略的力を向上させる太平洋上の宝石であ

る。在沖海兵隊と健全に連動させ、そこを最大

限に活用しなければならない。われわれはま

た、オーストラリアの軍隊と関係を増大させ

る必要がある。そこには大きな軍事施設があ

る。その施設を利用することは里要である」。

この発言はキャンベル論文の主張と軌を一

にするものであり、海兵隊飛行場としてのグ

アム・アンダーセン空軍基地利用を示してお

り、米海兵隊において沖縄以外の戦略拠点探

しが始まったことを示唆するものだ。その後、

ジョーンズ総司令官は9月18日に沖縄県庁

で稲嶺県知事と会談し、稲嶺知事がグアムへ

の訓練移転に関する真意を聞いたのに対し

て、「沖縄での訓練実態について（在沖第三海

兵遠征軍司令官）ヘイルストン中将とも協議

を重ねてきた。グアムだけでなく、日本国内の

他基地、フィリピン、シンガポール、韓国での

訓練を含めて海兵隊の訓練体制整備の中で話

し合ってきた。現実的な訓練実施が最優先で、
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グアムで一部を行なうことも検討している。

様々な場所で訓練を行なうことで沖縄の負担

軽減に努めてきた。海兵隊に関する人権侵害

などの地元の懸念、不平等な負担を軽減して

ほしいという希望訓練移転の要望は重々承

知している」と答えた。

さらに、翌19日の在沖海兵隊司令部での

記者会見で「沖縄での訓練は続行する。簡単に

は移せない。県内での訓練をなるべく分散し、

負担を軽減したいという考えはある。グアム

でてきる訓練の可能性があれば生かしたい」

と述べ、グアムヘの訓練移転に再度言及し、在

沖海兵隊の訓練がグアムでも行なわれる可能

性が強まった。ジョーンズ海兵隊総司令官の

グワム移転検討やキャンベル論文は、ここ 1

0年間にわたって続いてきた沖縄での米軍強

化が、ターニングポイントを向かえたことを

示している。前大田県政は、海兵隊の撤退要求

を強く求め、グワム知事も約ご千名程度の受

け入れを歓迎する意向を示した経過もある。

CIAも米軍駐留を懸念

9月に米中央情報局(CIA)などで構成さ

れる米国家情報会議(NIC)がまとめた報告

古が、在日、在韓米軍について「現状維持の米

国の姿勢」が日本や韓国で民族主義的な反発

を呼び、米国と両国との関係を悪化させると

警告していることが明らかになった。

「東アジアと米国・現状と今後5年の展望」

と題する報告蓄は、「米国と東アジア主要国の

間の相違は広がり、米国の政策遂行は困難に

なる」と指摘、その大きな原因の一つに駐留米

軍問題での米国の姿勢への反感を挙げてい

る。報告書は今年2月の米国の各情報の専門

家を集めた会議を基に作成され9月に米政府

関係者に配布された。前国防次官補のキャン

ベル論文に加え、ブッシュ共和党大統領候補

の国防政策ブレーンのアーミテージ元国防次

官補も 9月末に、南北統一で陸上戦力の大幅

削減が可能だとして、見直しに踏み切ると明

言し、東アジアの米軍が曲がり角に立ってい

ることを印象づけた。来年は米新政権が向こ

う4年間のの軍事戦略を定める4年期防衛見

通し(QDR)を発表するが、韓国や日本の反

基地感情を無視できなくなりつつある。

米軍基地強制使用

那覇防衛施設局は、来年3月末で使用期限

を迎える米軍楚辺通信所（通称・象のおり）と

牧港補給基地の未契約地主の土地について、

9月6日に県収用委員会に対して使用権原の

取得のため強制使用裁決申請書と土地の明け

渡し裁決申請書を提出した。

強制使用期間は、楚辺通侶所がSACO合

意に基づいてキャンプ・ハンセン（金武町）移

設が完了する20 0 5年5月までの4年2ヶ

月で、牧港補給基地の方は10年。楚辺通信所

の土地は読谷村議の知花昌ーさんの所有の一

筆で、前回は19 9 6年3月31日の使用期

限までに成用委員会の強制使用裁決が間に合

わず、立ち入りと明け渡しを求める知花さん

と多くの支援者が、使用期限切れの日の深夜

零時すぎまで「象のおり」のゲート前で小雨の

降るなかを機動隊と対峙した状況は全国にテ

レビニュースで放映された。

9 6年3月31日で国の使用権原が失効し

たにも関わらず、国は楚辺通伍所の知花昌一

さんの土地を不法占拠状態のままで強制使用

し続けた。その後国は翌97年3月に米軍用

地収用特措法を改悪し、期限切れでも強制使

用を継続できるようにした。 97年4月21 

日に公布・施行された同改悪法では、収用委員

会の裁決が間に合わず期限切れになっても国

は所定の手続きで「補償金」を供託すれば強制

使用を継続できるようになった。さらに県収

用委員会が、仮に強制使用を却下した場合で

も国の継続使用ができるようになっており、

事実ヒ、国は永続的に強制使用ができるよう
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になった。今回の国の強制使用裁決の申請に

対して、県収用委員会がどのように審理し、使

用期間をどう判断するかが注目されている。

前回は、楚辺通信所5年、牧港補給基地10年

に対して、それぞれ2年6月と 5年に短縮さ

れて認められた。「戦争のための基地に土地を

提供したくない」と契約を拒否している読谷

村議の知花昌ーさんは今回の国の申請に対し

て「総理大臣が一切の手続きをし、使用の決定

まで関与できるという制度はおかしい」と強

く批判した。

1 5年使用期限

8月25日に普天間基地の北部移設を国と

県、名護市が協議する代替施設協議会が発足

し、正式に協議が始まり、施設規模、工法や場

所などの問題に加えて稲嶺知事が公約にした

「15年使用期限」が協議項目に含まれるかど

うか、 9月定例県議会で大きな問題になって

いる。

稲嶺知事は、 8月25日の代替施設協議会

発足の胃頭で「過重な基地負担から期限を設

ける必要がある」と述べ、岸本名護市長が「使

用期限や基地使用協定締結について別途協議

してほしい」と強く求めた。会議後、岸本名護

市長は15年使用期限問題の解決と工法など

の基本計画決定は同時でなければならないと

発言するようになった。 9月26日の名護市

議会で野党質問に使用期限や基地使用協定の

問題について協議する機関ができなければ、

代替施設協議会への不参加もありえると答え

た。県議会でも 15年問題の協議の場はどこ

なのかを追及されて、稲嶺知事は「今後とも協

議会の場で要望するほか、あらゆる機会に政

府の責任において、早急に解決策が示される

よう強く求める」と答えた。

1 5年使用期限は、稲嶺知事の公約として

だけでなく稲嶺知事や名護市長が県内移設を

受入条件の一つとして譲ることができないも

月刊キャッチピース No.85 2000.9.20 

のになってきている。

第2回代替施設協議会

代替施設協議会の第2回会合が10月3日

に首相官邸で開かれた。岸本名護市長が求め

ていた移設受入7条件のうち使用期限を除い

た基地使用協定などについて実務者レベルで

協議をしていくことになった。国際自然保護

連合総会で保護決議が予定されているジュゴ

ンの生息調査を実施することも決定したが、

1 5年問題の進展はなかった。

今回、県は2000メートル以上の滑走路

を持つ軍民共用空港の概要を提示した。それ

によると、 20 1 0年度の需要予測は年間旅

客数 10ガ人ー 20万人、一日 6便(3往復）

程度となる。現在の那覇空港が旅客数約 1千

万人、離島便を含めて一日約 25 0便程度で

あることを考えると、いかに需要が少ないか

がわかる。富沖縄国際大学教授は「北部の軍民

共用空港はもともと政治の論理から出た計画

であり、経済の論理で量ることは難しい。就航

便数がすくなければ施設の維持コストが高

くなる。いくらの赤字をもちこたえたらいい

のか」と地元紙に論評した。軍民共用空港の県

案が示されたので、県内でもその実現可能性

を巡って議論が始まるだろう。

海上基地反対で IUCN決議

辺野古地先への海上軍民共用空港建設に向

けて具体的な協議が始まる中、辺野古沿岸周
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辺を回遊するジュゴンの保護と沖縄本島北部

に生息するノグチゲラ、ヤンバルクイナの保

全を求める勧告案が、ヨルダンて開催される

国際自然保護連合の総会に提案されることに

なった。

世界自然保護基金日本委員会(WWFJ)、

日本自然保護協会、日本野鳥の会などが提案

し、採択の可能性が高いとされている。勧告案

は普天間基地の代替施設建設について「重要

な休息および採食場所となっている辺野古沿

岸域のさんご礁と悔草藻場を破壊し、小さな

地域個体群の生存に対して大きな脅威を与え

る」としている。さらに、北部訓練場の一部返

還に伴いノグチゲラやヤンバルクイナが生息

する自然林に移設される「ヘリパッド 7箇所

とそれらを結ぶ軍用道路建設が最も重要な自

然林地域で、大きな生息地の破壊を引き起こ

す」と指摘し、演習の見直しを求めている。

第2次嘉手納爆音訴訟

米軍嘉手納空軍基地の周辺6市町村住民が

5542人のマンモス原告団を組織している

第 2次嘉手納爆音訴訟の第一回口頭弁論が那

覇地裁沖縄支部で開かれた。

夜間・早朝の飛行差し止めと過去の騒音被

害補償として62億円などを求めている。初

公判では10名が陳述したが、嘉手納基地の

「沖縄から」
が本になりました。
発行：創史社発売・八目書館定価：1600円（税月」）
推薦：大田昌秀前沖縄県知事
本紙連帖中のコラム「沖縄から」のうち、 1995年の少女煤
行事件以後のものが再構成されて収録されています。激
動の沖縄、反基地苅動のまっただ中で』かれたレポート
は、汽料的価値も最高。編集部でも注文取り次ぎます。
FAX()45-531-1341（田巻）tamaki@ab.mbn.or.jp

目の前で暮らす嘉手納中学一年生の池原君も

「少しでも爆音を減らしてほしい」と証言し

た。家族6人が原告に加わっている。

今回のマンモス訴訟では、朝鮮半島の緊張

緩和の中でも爆音被害が減らない国内の他の

米軍空軍基地で騒音訴訟を取り組んでいる地

域住民代表も証言した。前回の爆音訴訟の判

決で「危険への接近の法理」が排除されたこと

を受けて、国は嘉手納飛行場周辺て‘騒音地

域指定後に建てられた住宅にも防音工事を行

なうことになり、 20 0 1年度予算に 13 0 

戸分の防音工事費を要求した。

今回要求したのは19 8 3年の最終告示以

降、W値 85以上の地域に建てられた住宅の

分であるが、指定告示後に建てられた住宅へ

の防音工事は全国初になる。嘉手納爆音訴訟

に加わらない住民への公平補償を求める動き

もある。基地の爆音に苦情も言わずに耐えて

いる住民にも同様の補償を行なうべきだとし

て、自民党や公明党の議員が県議会でもしき

りに取り上げている。その声に押されて稲嶺

県政も公平補償を国に働きかけようとしてい

る。

今回は、米軍や反基地平和運動の動きを伝

えきれなかったが、那覇市内で10月21日

に県内移設反対の県民大会が開かれる予定。

(10月4日記）

I
 

ャ
~
~
；
ヽ

~
~
1
4

・
r

16 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻163号） No.85 2000.9.20 月刊キャッチピース

ローカル
ニュース
クリッピング。0.8→9

［ 軍隊・基地・市民・自治 ］ 
◆NLPに自治体猛反発

「絶交」宣言相次ぐ

9月に厚木、三沢、岩国で行われ
だ空母艦載機の夜間離発着訓練は

これまでにない反発を地元から受

けた。いつものように米重は地元の 1

中止要請を無視して訓練を強行し

だが、各地住民は芦発。基地と「共I
存共栄」を掲げる三沢市がます米海

室との有効関係を中断すると表明。

厚木基地を抱える大和市も続いた。

岩国市でも基地司令を市役所に出 1

頭させる異例の措塞。前例のない自

治体の強硬な態度に、米軍は大慌て

で訓練を早々に切り上げ芝。安保の

アキレス腱が垣間見えだ。

《三沢》

東奥日報8月26日

県が米軍の夜間離着陸訓練の中止

を外務省に要請ヘ

九月五一八の四日間、米軍三沢基

地などで実施される米軍空母艦載

機の夜間離着陸訓練(NLP)につ

いて県は二十八日、外務省、駐日米

国大使館などに中止要請を行うC=

十五日、防衛施設庁から訓練通知が

あり、県は訓練強行が住民感情を

著しく害しており、三沢市民らに騒

音被害による耐えがたい苦痛とい

ら立ちを強いている」などとしてニ

十八日、木立精一行政特別対策室長

が外務省、防衛施設庁を訪ね、中止

要請文書を手渡す。

東奥日報8月29日

三沢市と市議会が夜間離着陸訓練

まとめとコメント青木雅彦

の中止を外務省などに要請

米空母キティ・ホーク艦載機が九

月五～八日まで三沢基地などで夜

間離着陸訓練(NLP)を実施、また

同基地が下旬に行われる硫黄島で

のNLPの予備基地となっている

ことについて、：：：沢市と三沢市議会

は二十八日、外務省、防衛施設庁、在

日米軍などに訓練の中止要請を

行った。鈴木重令市長、右田明久市

議会副議長、堤喜一郎基地対策特別

委員長らが同日、外務省、防衛施設

庁を訪問。「市民生活に重大な騒音

被害をもたらすとともに住民に不

安と恐怖を与えることから絶対反

対Jとして、米軍に訓練の中止を求

めるよう要請した。また、在日米軍

在日米海軍に対し訓練中止を求め

る鈴木市長、森三郎市議会議長連名

の要請文を提出した。三沢防衛施設

事務所によると改修工事を終えた

キティ・ホークが今後、航海に出る

ため、出航前に離着陸訓練をする必

要があるという。

東奥日報8月31日

三沢市議会基地対策委が訓練監視

を申し合わせ

三沢市議会は三十日、基地対策

特別委員会（堤喜一郎委員長）を

開き、九月五ー八日まで三沢基地

で行われる米空母キティ・ホーク

艦載機の夜問離着陸訓練 (NL

P)について対応を協議した。ま

た、訓練の監視行動を行うことを

申し合わせ、監視行動の細部は正

副委員長に一任することにした。

東奥日報9月1日

米軍35戦闘航空団が時間繰り下げ

夜間訓練

米空軍三沢基地第三五戦闘航空

団は三十一日、九月の五一七日、十

一ー十四日の七日間、三沢対地射爆

撃場の使用時間を午後九時まで一

時間繰り下げた夜間訓練を行うと

発表した。射爆撃場での夜間訓練は

今年に入って五月、八月に次いで＝＾

回目だが、五日から七日までは米海

軍空母艦載機による夜間離着陸訓

練(NLP)と重なっており、市民に

反発の声が出ている。一方、基地周

辺の住民でつくる三沢基地進入表

面下町内会連合会の玉川健五郎会

長は何でNLPの時に射爆撃場で

の訓練をするのか理解に苦しむ。情

報収集をした上で対応を考えてい

きたい」と話している C

東奥日報9月6日

NLP強行、爆音に消された禁止要

請

米空屏キティ・ホーク艦載機が三

沢基地滑走路を使って行う夜間離

着陸訓練(NLP)が五日夜に始

まった。同基地でのNLP実施は平

成十年一月以来、二年八カ月ぶり。

平成五年五月以来、戦閾機によるN

LPは行われていなかったが、今回

はFA18戦闘攻撃機が七年ぶりに

参加。タッチ・アンド・ゴーを九十回

繰り返し、県や市、周辺住民による

「絶対禁止」の要請は爆音にかき消

された。三沢空港デッキには国、県、

市、市議会の関係者、周辺住民ら約

五十人が集まり監視行動。三沢基地

進入表面下町内会連合会の玉川健

五郎会長は「こんな遅い時間に、な

ぜここで訓練をするのか。住民の思

いはいつも無視されており、憤りを

感じる」と怒りを込めて話してい

た。また三沢防衛施設事務所、三沢

市基地対策課にはNLPに対する

苦情が計十七件寄せられた。訓練は

八日まで。
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東奥日報夕刊9月7日 東奥日報9月9日 議姿勢は異例。 む着艦訓練を同基地滑走路で実施 毎日9月19日 にした土屋、見上両市長は口頭で最

米軍三沢NLPに住民から苦情殺到 三沢基地訓練最終日はNLP行わ する、と通告した。訓練は今年二月 く米軍発着訓練＞岩国市長が基地 近の騒音を特にびどく、市民の苦

米海軍空母艦載啜の夜間離着陸 ず 東奥日報9月20日 以米。訓練時間は午後＝ー四時と同 司令官に即時中止を求める 情も多いと指摘した。大和市基地

訓練(NLP)が五日夜から三沢基 五日から三沢飛行場で行われて NLPへの三沢市の姿勢に市民評価 六一九時。基地滑走路を空母甲板に 米軍岩国基地（山口県岩国市）で 対策課によると、マクナマラ大佐は

地で行われ、戦醐機の爆音が市民の いた米空母キティ・ホーク艦載機 三沢基地での米海軍夜間離箸陸 見たてて離着陸を繰り返す。同基地 米空母艦載機の昼・夜間発着訓練が 「八月は通常の訓練を行ったが、軍

憩いのびとときをぶちこわしてい の夜間離着陸訓練 (NLP)は、 訓練(NLP)は、通告□日目の十九 は「訓練の九0％以上を実施してい 通告なしに始まった問題で、岩国市 の運用上、午後十時以降になったこ

る。「NLP絶対禁止」を掲げる県、 通告最終日の八日夜は訓練を行わ 日も実施されなかった。三沢市がN る硫黄島（東京都）が使用できない の井原勝介市長は19日、基地のリ ともあった。今回は市民生活への影

市、住民団体は訓練中止を要請した ず日程を終了した。 LPに対し打ち出した「米海軍との ためとしている。岩国のほか、厚木 チャード・C・ダン司令官を市役所 響をできる限り少なくする二回(l)

が、米軍はどこ吹く風で訓練を実 三沢防衛施設事務所によると、 友好中断」「強行が続けば基地から （神奈川県）と横田（東京京都）の両 に呼び｀一突然の訓練は市民への影響 訓練のうち前半は空母のテストの

施。そればかりか騒音の大きい戦醐 同日午前、米海軍三沢航空基地隊 の米海軍撤去要請」との方針に対し 基地でも実施する予定という。夜間 が大きい。極めて遺憾で、基地と(J) ためで、比較的小規模になる：と答

攻撃機を七年ぶりに投入した。絶対 から「C2艦上輸送機一機による 市内では、市の姿勢を評価する声が 着艦訓練は、岩国日米協議会の確認 関係を考え直すことになる」と抗 えたという。

禁止を願う切実な思いを爆音にか 日中の訓練以外は終了した」と連 相次いt己三沢基地進入表面下町内 事項で「一週間前に通告する」とさ 議、即時中止を求めた。司令官は「司

き消されて、市民の間には怒りが渦 絡が入った。同事務所では「訓練 会連合会の玉川健五郎会長と、騒音 れているC岩国市は「なぜ実施当日 令官の権限で決められない。上司に 神奈川9月6日

巻いている訓練には騒音の大きい のノルマを消化したのではない 被害の激しい五川目町内会の神代 の通告になったのか、関係機関に問 伝える］と答えるにとどまった。こ 厚木基地でNLP艦載機が5カ月

戦闘攻撃機FA18ホーネットが参加 か」とみている。 忠ー会長は「まったく同感。NLP、 い合わせたい」と話している。 れまで発着訓練への抗議、中止要請 ぶりに

し五日、六日と連日、激しい訓練を 射爆撃場の夜間訓練と続いている は地元側が基地に出向いており凋］ 米海軍は五日夜から、在日米海軍

行った。夜ばかりか、予行演習のよ 東奥日報9月19日 が一定の歯止めになる」、「住民を守 毎日9月18日 令官を呼び付けるのは異例。市によ 厚木基地（大和、綾瀬市）で空母「キ

うな形なのか、日中から早くもタッ 三沢市が「米海軍との友好中断」 るためにはやむを得ない措置。それ く夜間発着訓練＞米軍岩国基地で ると： 18、19日の午後2~5時、 ティホーク」艦載機による夜間離着

チ・アンド・ゴーが始まり、三沢防衛 三沢市議会基地対策特別委員会 だけ住民の怒りは大きい」と話す。 始まる市民は抗議 6~9時」との訓練通告はl8日の 嵯訓練(~L p)を開始した。キ号の

施設事務所、市には二日間の昼夜合 （堤喜一郎委員長）が十八日開かれ、 市内の主婦（37)も「米軍もすぐには 米軍岩国基地（山口県岩国市）で 訓練開始後に受けたこ 19日も通告 甲板修繕に伴うもので、厚木基地で

わせ七十一件の苦情が集まってい 中止要請を無視した形で強行され 変わらないだろうけど、将来を考え 1 8日、正式通告なしに米空母艦載 時間より早い午後0時28分から の実施は今年四月以来、約五カ月ぶ

る。平成五年、硫黄島に訓練施設が た九月上旬の米軍三沢基地での夜 るといい決断だ1と好意的。経済関 機による夜間を含む発着訓練が始 最多滞空6機で始まった。夜間は午 り。今回は今月八日までの四日間に

完成したことから、三沢でのNLP 間離着陸訓練（NLP)に対して、三 係の会議でも話題に上り、評価する まった。市民から「ひどい騒音だ。訓 後6時半過ぎから滞空5機で実施 わたり、午後七時から午後十時まで

が減少していたが、久しぶりの訓練 沢市が「米海軍との友好中断」「強行 声が出ていた。一方、在日米軍は十 練を中止させて」と市に苦情が相次 された。市基地対策課の目視では、 の実施が通告されている。厚木基地

は大規模なものになったe竺沢基地 が続けば基地からの米海軍撤去要 八日、硫黄島の天候不良に伴いNL ぎ、井原勝介・岩国市長は・-ルールを 午後2~8時の飛行回数は 16 3 ではFl4戦闘機やEA6B電子

進入表面下町内会連合会の玉川健 請」との方針を決めたことが報告さ Pの予定を変更。十八日から二十四 無視した訓練で遺憾だ」と基地に抗 固、うちタッチ・アンド・ゴー 14 8 戦用機、 S3B対潜哨戒壊などが滑

五郎会長は「われわれの税金を投人 れた。同特別委も市と同一行動を諏 日まで三沢基地が予備基地になっ 議した。訓練は午後2~5時と同6 回。最高騒音93 • 2デシベル。苦情 走路に接地した直後に離陸する

して硫黄島にNLP施設を造った ることを全会一致で決めた。米空母 ていることに変わりはないが十八、 ~9時で、 19日まで。発着訓練日 は42件。 「タッチ・アンド・ゴー」を、午後七時

のに、近くて便利という理由で三沢 キティ・ホーーク艦載機によるNLP 十九の両日、当初予定に入ってな 時については基地と地元行政によ ごろから午後十時ごろまで繰り返

でやるのか。政府が何もできないで は、市などの再三の中止要請・抗議 かった岩国基地で訓練を実施した。 る岩国日米協議会の確認事項で「 1 《厚木》 した。

いるのも情けない」と怒りをぶちま にもかかわらず、五日夜から三日間 三沢防衛施設事務所は今月十二日、 週間前に通告するとなっている。 神奈川8月29日

けた訓練は八日まで行われる。 実施された。騒音の大きい戦闘攻撃 米海軍、空軍、仙台防衛施設局に市 今回は当日午前中になって米軍岩 大和、綾瀬市長がNLP中止を要請 神奈川9月19日

機を七年ぶりに投入、市民からの苦 の方針を伝えている。このため三沢 国基地からファクスで市基地対策 在日米海軍厚木基地を抱える土 実現せぬ硫黄島全面移転

東奥日報9月8日 情は日中の分を含め三日間で九十 市の態度硬化により岩国基地で急 課に訓練の連絡があり、正式通告は 屋侯保大和市長、見上和由綾瀬市長 1 8日夜も厚木基地でNLP

NLP3日目 107デシベルの騒音記 六件（市受付四十六件、防衛施設事 きょ、NLPを実施することなった 午後4時となった。岩国基地では 1 と、星野勝司座間市長は二十八日、 米海軍厚木基地（大和、綾瀬市）で

録 務所受付五十件）に達した。中止要 のでは、との見方も出ている。三沢 9 9 8年 1月にも全く通告なしに それぞれ同基地司令官ケビン・マク 十八日夜、通告通り米空母qキティ

米空母艦載機による夜間離着陸 請・抗議が無視されたため市は、臨 市役所には十九日、中国地方の報道 発着訓練が実施された。 18日は正 ナマラ大佐に対して、来月五日から ホーク」艦載機の夜間離着陸訓練

訓練 (NLP)は三日目の七日も 時庁議で対策を協議。「植民地でも 機関からの問い合わせが相次ぎ、米 午前、厚木基地（神奈川県）から飛来 同基地で実施される空母艦載機の (>.'L p)が始まった同基地では、

予定通り実施され、 FA18戦闘攻 ないのに好き勝手にやられてはた 国の通信社からも取材の電話がか した空母キティホーク艦載のFA 夜間離着陸訓練(NLP)を行わな 今月五～八日にも実施されており、

撃壊とC2艦上輸送機がタッチ・ まらない」と鈴木重令市長が強い不 かってきたという。 ] 8ホーネット戦闘攻撃機が、岩国 いよう要請した。各市長は「当初か びと月二回の実施は異例。二十四日

アンド・ゴーを繰り返した。 快感を示したこともあり、(1)米海 基地の滑走路を空母の飛行甲板に ら厚木基地での訓練日程が設定さ

NLPは午後七時三分ごろ開 軍三沢基地関係者との友好関係を 《岩国》 見立ててタッチ・アンド・ゴーを繰 れている。↑J¥:Lpは硫黄島』のルー

始。国、県、市、市議会関係者ら 中断する(2)今後も市民感情を無 中国9月18日 り返す発着訓練を始めたc最多滞空 ルを破り、到底納得できない」「航空

約二十人が空港デッキから監視す 視した'.¥l"LPが実施された場合、三 18日からNLP訓練 6機で、岩国日米協議会の確認事項 ショー以後も訓練が行われており、

る中、 FA18三機とC2ー機が八 沢基地からの米海軍撤去を要請す 米軍岩国基地（岩国市）は十八日 で飛行を禁止している工場群上空 市民から苦情が寄せられている」な

時五十三分ごろまで計三十四回、 る(3)三沢基地がNLPの実施お 午前、山口県と岩国市、玖珂郡由宇 を頻繁に通過した。井原市長は「民 どと要請文で指摘した。「NLPは

タッチ・アンド・ゴーを繰り返し よび予備基地とならないように関 町に対し、同日から二十日まで、空 家の近くでやる訓練ではない。米軍 硫黄島で行うことを基本とし、厚木

た。 係機関に要請する一との方針を決 母キティホーク搭載のFA18ホー 側に強く抗議したい＿と話した。 基地では決して行わないよう強く

めた。「撤去」まで踏み込んだ強い抗 ネット戦闘攻撃機による夜間を含 要請する」と求めており、行動を共
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（午後六時半～同十時）までの予定c

NLPは午後六時半から始まり、 F

A 1 8戦闘攻撃機 F1 4戦闘濃

EA6B電子戦用機などが滑走路

着陸直後に離陸する「タッチ・アン

ド・ゴー」を繰り返した基地から南

ニ・八キロの地点では、最大百八デ

シベルの騒音を記録。地元の大和、

綾瀬両市には騒音苦情が計百三十

件寄せられた。戸惑い強める基地周

辺自治体厚木基地で十八日、通告通

り今月＝回目のNLPが始まった

が、騒音対策として施設整備された

はずの硫黄島への全面移転は、訓練

開始から十年近くたっても実現し

ていない。米軍が「天候が不安定j

「遠すぎる］と消極的なためで，悲願

の硫黄島移転はかなわないまま、神

奈川発の基地被害が全国へ拡大し

ていな硫黄島でNLPが始まった

のは九一年八月。当初、国は三宅島

での施設整備を試みたが、地元の反

対が強く暫定措置として硫黄島が

選ばれた経緯がある。施設整備には

百六十七億円0)巨費が投入された。

今年五月までに延べ二十四回のN

LPが実施されている。だが、厚木

では硫黄島での訓練が始まった九

一年八月以降、二十六回O)NLPが

実施されてきた3三沢基地では十回

以上のI¥L pが行われ、岩国基地で

も今年二月に続く訓練だ。「NLP

は硫黄島へ全面移転してほしいJと

いう各市の要望は、無視されたま

ま。三沢市基地対策課も「市街地に

近い三沢基地でのNLPは絶対反

対。これまで何度も、防衛施設庁に

申し入れてきた」と話すC

朝日9月21日

夜間訓練の米海軍に抗議大和市も

友好中断ヘ

神奈川県大和市と綾瀬市にまた

がる米海軍厚木基地で 18日から

強行された米空母キティホーク艦

載機による夜間発着訓練(NLP) 

の騒音被害に抗議して、上屋侯保

（きみやす）大和市長は20日、在日

米海軍と同市との友好関係を中断

する考えを明らかにした。 10月に

予定している薪能などの市の行事

に、司令官ら米軍関係者を今後は招

待しない方針。今回のNLPで、住

民から寄せられた苦情件数は過去

1 0年で最多。土屋市長は「毎度の

中止要請も形がい化しており、より

強い意思表示が必要と判断した」と

している。土屋市長は20日、朝日

新聞社の取材に対して「無力感を感

じる」「今後は、米空母の横須賀寄港

そのものにも反対していきたいな

どと述べた。また、近く厚木基地を

訪ね、今回の市の意向を伝える考え

も明らかにした。

神奈川9月21日

「選挙演説も聞こえない！」

ジェット戦闘機騒音下の座間市長

選・市議選

選挙戦最中の座間市長選・市議

選は、在日米海軍厚木基地（大

和、綾瀬市）での夜間離着陸訓練

(NL P) と重なって、思わぬ騒

音被害に悩まされている。各候補

者とも連日、激しく降り注ぐ爆音

下での選挙活動を余儀なくされて

いるが、有権者からは「ジェット

戦闘機の音で演説が聞こえないJ

という苦情が、同市に寄せられて

おり、関係者は苦りきった表情

だ。

騒音苦情が殺到した十九日夜、

候補者の一人が同市栗原中央の中

学校で個人演説会を開いた。会場

はNLPの飛行コース直下に当た

り、午後八時を回ったころになる

と、空母艦載機の騒音で、演説は

何回も中断させられた。

在日米軍は、今回の訓練を地上

離着陸訓練（FCLP)と表現し

ており、実施時間帯を夜間に限定

していない。離着陸飛行そのもの

は日中も実施されるため、各候補

者は昼夜にわたって艦載機が飛び

交う下での選挙活動を強いられて

いる。

一方で同市渉外課には十八日夜

から、市民の苦情が殺到。十九日

と合わせた昼夜の苦情件数は百三

十件を超えている。なかには「選

挙期間中なのに、選挙カーの音も

聞こえない」という声も寄せられ

ている。＂選挙妨害＇という新たな

被害も加わったNLPは、基地周

辺住民に深刻な被害を広げてい

る。

朝日9月21日

米海軍厚木基地の夜間発着訓練を

突然中止

米海軍は21日、厚木基地（神奈

川県大和市、同綾瀬市）で24日ま

での予定で続けていた空母キティ

ホーク艦載機の夜間発着訓練(NL

P)を突然、中止した。同日夕、座間

防衛施設事務所を通じて地元自治

体に伝えた3大和市の土屋侯保（き

みやす）市長は「米軍としても地元

住民との友好関係を続けたいと

思っている結果が、今回の中止に

なったのであれば効果はあったと

思う今後のことについては様了を

見守っていきたい］と話した。

◆新ガイドラインと

「因辺事態」関係

9月11日のニコーヨークでの

「2+2」会談で、「周辺事態」の事実

上の司令部となる日米共同指揮所

の設置に合意し、「調整メカニズム」

ガ動き出した。焦点は民間人の動員

を含む日本の「後万支援」だが、米軍

や自衛隊の演習によってそのジナ

リオと進捗状況をつかむ必要があ

忍陸自は「西方」と「対ゲリラ戦」を

キーワードに危険な展開を見せる。

《メデックス》

神奈川8月28日

メデックス 2000、二十八日未

明スタート 周辺に波紋広がる

在日米陸軍の相模総合総合補給

廠（しょう） ＝相模原市＝でベト

ナム戦争以来の規模という統合衛

生野外演習「メデックス 20 0 

〇」が二十七日、始まったもよ
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う。演習IJ)一環とみられるヘリコ

プターでの輸送が行われた。住民

から懸念、不安の声が上がるな

か、基地周辺では抗議のデモやビ

ラ配布が行われた。

米軍によれば、演習は五百四床

の野戦（外）病院を展開し、邪隊

の指揮系統や、装備品、輸送など

をチェックする。 ［有事だけでな

＜災害や人道支援に役立つ」とし

ている本国から医療部隊三百五

十～四百人が補給廠に集結、患者

役として在韓米軍の兵士が参加す

るという c 二十四時間態勢c 患者

役の兵上輸送用ヘリの使用は「地

域住民への騒音などを考慮」、一

日二時問としていな

「メデックス 20 0 0 Jの舞台

となる相模総合補給廠の周辺住民

からは、訓練への不安や基地固定

化への懸念、情報が知らされない

ことへの戸惑いなど、さまざまな

反応が聞こえてくる。

神奈川9月16日

米軍が化学除染訓練防毒マスクの

兵士たちも

在日米陸軍施設・相模総合補給廠

（しょう）＝相模原市＝での統合衛

生野外演習ーメデックス 20 0 0」

で、化学物質などの汚染を患者役の

兵士から除去する衛生訓練が行わ

れていたことが、十五日までにわ

かった」地元市議が入手した米軍の

機関紙には、防毒マスク姿の兵上の

写真も掲載されている。在日米陸軍

は「化学物質の除染は、工場の爆発

などの事故や災害でも必要なこと

で、化学兵器を想定したものではな

見としているが、機関紙を入手し

た地元市議は―化学兵器で汚染され

た負傷兵の治療を想定したもりと

有事対応の訓練と指摘している。相

模原市の金子豊貴男市議が入手し

た八日付の在日米陸軍機関紙「トリ

イ」によると、演習は[NBC除染

チーム」が行った。Nはニュークリ

ア（核）、 Bはバイオロジカル（生

物）、 Cはケミカル（化学）を指し、そ

れらに汚染された患者の除染を行

うチーム。ルイジアナ州フォート・

ポークから二十人が参加した3

《陸自「対ゲリラ戦」》

長崎9月1日陸自相浦駐屯地、対ゲリ

ラ部隊新編成

陸上自衛隊西部方面総監部（熊本

市）は31日、防衛庁の来年度概算要

求決定を受け、九州・沖縄地区の離

島に活動範囲を限定した対ゲリラ

と災害派遣の初動対処部隊を、佐世

保市大潟町の陸自相浦駐屯地に新

しく編成すると発表した同総監部

は「全国初の部隊編成」としている。

朝鮮半島や中国に近い地理的条件

に加え、対馬や尖閣諸島など「国境

の島をはじめ、無数の離島を抱え

る同総監部管内の特性に対応。2002

年度中に隊舎や倉庫、商機動車の整

備工場、レンジャー塔などの施設整

備を計画している。新しく編成され

る部隊は、同総監部直轄の「普通科

連隊J。通常の普通科連隊（約1000

人）に対し660人とコンパクト化。ヘ

リコプターでの移動を念頭に小銃

や迫撃砲など軽装備で有事即応の

機動力が特徴。

読売9月6日

米軍と共同で対ゲリラ訓練陸自、 1

1月の演習で

防衛庁・陸上幕僚監郡は五日まで

に、十一月の日米共同実動演習で、

初めて米軍と共同で、対テロ・ゲリ

ラ戦閾訓練を行うことを決めた。周

辺事態に際し、国内に潜入した外国

の武装ゲリラが、自衛隊と在日米軍

との分断を狙って、重要施設等への

ゲリラ活動を繰り返すことが予想

されるこのため陸幕は、日米の連

携強化と、米軍の高度な対ゲリラ戦

闘技術の習得を目的に訓練を実施

する。訓練は、十一月上旬から約二

十日間、宮城・王城寺原と滋賀・饗庭

野の二か所の演習揚で行われる。王

城寺原は、陸自第四十四普通科連隊

（福島）と在日米海兵隊（沖縄）が、饗

庭野は、陸自第十五普通科連隊（香

川）と米陸軍第二十五師団（ハワイ）

が参加する。いずれも、周辺事態で

国内に武装ゲリラが潜入したとい

う想定で、日米が共同して、在日米

軍基地など重要施設の防護や、米軍

の物資輸送支援にあたる陸自のト

ラックが襲撃された場面などを訓

練する。

《熊本：日米共同指揮所濱習》

熊本日日9月9日

日米で指揮所演習来年1月＾北熊本

駐屯地陸上自衛隊西部方面隊

陸上自衛隊西部方面総監部（熊本

市東町）は八日、来年一月に同市八

景水谷の北熊本駐屯地と福岡県春

日市の福岡駐屯地で米陸軍との「日

米共同方面隊指揮所演習」を実施す

ると発表した。西部方面隊による米

陸軍との指揮所演習は、平成七年に

続き二回目。日米が共同作戦を展開

する際の指揮系統や連絡体制を強

化するのが目的日本周辺での有事

を想定し、指揮官、幕僚らが作戦計

画の立て方や部隊0)動かし方など

をコンピューターで図上演習する。

西部方面隊側は第八、第四師団と第

一混成団など、米軍側は神奈川県座

間市の在日陸軍やワシントン州の

第一軍団が参加する。期間は一月下

旬ごろの二週間。参加人員や詳しい

日程は、十二月までに調整する。

【以上、記事lctctべて抜粋c全文は

http://www. eg rou ps. co.j pi 
messages/nomorewar1乙編虹
コメントは青木雅彦。】
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→3ページから
のは「どうやって断ろうか」ということだっ

た、というのである。

「空母だけでも迷惑なのに随伴艦まで」と

いったところが小樽市長の正直な想いだっ

ただろう。そして「断る理由」は有った。

ビンセンスの入港は、当初から予定され

たものではなかった。市長の判断を楽観し

た米軍が投げた「失投」が、思わぬ形で、港湾

管理権の行使という「正解」を導き出してし

まった。だから、彼らにとってこんなに困っ

た事態はないだろう。． 
米艦の入港ラッシュがつづく。大阪南港

にビンセンス(10月6日）、10月10日には鹿

顧デカ望
入捲曽癒

(118) 

• 2000.9.1~10.6 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

BF＝原子力潜水艦（原潜）ベンジャミン・フランクリン級

横須賀

♦ 9/7 12:22 原潜シャイアン（L)入港

♦ 9/11 10:06 原潜ツーソン（L)入港

0 9/13 07:55 原潜ツーソン（L)出港

◇ 9/15 10:01 原潜シャイアン（L)出港

● 9/18 08:31 原潜ホノルル（L)入港

I◇ |9/21 13:54 原潜ホノルル（L)出港
横須賀当期計（うち原潜） ： 3(3) 

佐世保

● 9/6 09:55 原潜コロンプス（L)入港

0 9/10 07:5'1 原潜コロンプス (L) 出港

佐世保当期計（うち原潜） ： 1(1) 

初イトピーテ（沖編・欝連町）

● 9/15 
◇同日

● 9/28 
ヽヽ 同日

10:00 原潜ツーソン（L)入港

10:16 原潜ツーソン（L)出港
10:21 原潜ココンプス（L)入港
10:53 原潜コロンプス（L)出港

切イトピ一発当期計（うち原潜） ：2(2) 

●2000.1.1から10.6までの各地の原子力艦入
港数（ ）内は原潜

横須賀 19 (19) 
佐世保 12 (12) 

朽イトピーチ 10 (10) 

合計 41 (41) 

児島に強襲揚陸艦エセックス、そして、13日

には給油艦ラパナノックが函館へ（これは

キティと一緒に演習に参加した船だ）。これ

らの既成事実の一方で、たのもしい実績が、

また一つ積み上げられた。

8月31日には、「小樽・非核平和市民条例を

求める会」が発足した。「米空母に反対する

小樽市民の会」は、9月8日から市役所前で座

り込みを継続している。横須賀からは平和

船団がキティを追っかけて小樽に行く。

たたかいの歯車もしっかりとかみ合って

いる。「空母の拒否」というホームランは難

しくても、ボールをよく見れば、ランナーは

ためめられる。 （田巻一彦）

会計報告
(00.9.1~9.30) 

［収入］
〇前月からの繰越し 208,356 

0当期の収入 32,000 

会費収入 30,000 

（内訳） 維持団体

゜維持個人 3,000 

参加団体

゜参加個人

゜通信会員 27,000 

カンバ収入 2,000 

預金利子

゜資料収入

゜運動収入

゜［支出］
●当期の支出 137,856 

事務所代 (10月分） 40,000 

水道光熱費 2,751 

電話FAX費 2,310 

郵送費 50,000 

文具・備品 41,475封筒代

印刷・コピー代

゜振り込み等手数料 1,320 

分担金

゜雑費

゜●次月への繰越し 102,500 
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